
 
 

 
 
岐⾩県で⾏われた学会に司会として参加してきました。 
南海トラフ地震の発⽣が懸念される中、中部や関⻄、四国を中⼼とした地域での地震 
発⽣に伴う外傷後急性腎不全や透析環境へのサポートに関する内容でした。 
東⽇本⼤震災を経験された医療従事者の発⾔もあり、緊張感の中で発表質疑は進み、 
今準備すべき事の重要案件（施設の安全基準、備蓄や動線確保等）や震災発症後の⼆次
災害発症のリスク軽減の検討準備が求められている事を痛感しました。 
皆さんも⾃宅での震災対策、取り組まれて下さい。 
 


